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【昨日の市況概要】 公示仲値 110.76

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY GBP/USD AUD/USD
TKY  9:00AM 110.58 1.1340 125.42 1.3063 0.7168
SYD-NY High 110.95 1.1371 125.93 1.3109 0.7183
SYD-NY Low 110.57 1.1325 125.39 1.3012 0.7142
NY 5:00 PM 110.87 1.1338 125.72 1.3051 0.7163
NY DOW 25,954.44 63.12 日本2年債 -0.1800 0.00bp        
NASDAQ 7,489.07 2.30 日本10年債 -0.0400 ▲1.00bp     
S&P 2,784.70 4.94 米国2年債 2.5006 1.03bp        

日経平均 21,431.49 128.84 米国5年債 2.4703 1.18bp        
TOPIX 1,613.47 6.95 米国10年債 2.6474 1.26bp        

ｼｶｺﾞ日経先物 21,400.00 70.00 独10年債 0.0960 ▲0.80bp     
ﾛﾝﾄﾞﾝFT 7,228.62 49.45 英10年債 1.1785 1.00bp        
DAX 11,401.97 92.76 豪10年債 2.0980 ▲3.00bp     

ﾊﾝｾﾝ指数 28,514.05 285.92 USDJPY 1M Vol 5.67 ▲0.12%
上海総合 2,761.22 5.57 USDJPY 3M Vol 6.44 ▲0.11% 　
NY金 1,347.90 3.1 USDJPY 6M Vol 7.07 ▲0.03%
WTI 57.16 0.71 USDJPY 1M 25RR -0.95 Yen Call Over 【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】

CRB指数 183.27 1.03 EURJPY 3M Vol 7.13 ▲0.10%
ドルインデックス 96.51 ▲ 0.01 EURJPY 6M Vol 7.81 ▲0.03%

【予想レンジ】
通貨ペア
想定レンジ

【マーケット・インプレッション】

担当：伊藤・玉井

当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基
づいて作成されていますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投
資に関する最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で
引用または複製することを禁じます。なお、当行は本情報を無償でのみ提供しております。当行からの無償の情報提供を望まれない場合、配信停止を希
望する旨をお申し出ください。
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NY市場のﾄﾞﾙ円は110.76ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡朝方は主要な米経済指標発表が予定されておらず、米金利の上昇や米株の堅調
推移を手掛りに110.88まで上昇。その後ﾕｰﾛﾄﾞﾙやﾎﾟﾝﾄﾞﾄﾞﾙの上昇に圧迫され、ﾄﾞﾙ円は110.63まで反落。注目のFOMC議
事録発表は「下振れﾘｽｸが強まった」、「ほぼ全員が年内のﾊﾞﾗﾝｽｼｰﾄ縮小停止を望む一方、今年はどのような政策金利の
調整が必要か確信が持てない」等のﾊﾄ派な内容だったが、利上げの打ち止めが明確に示唆されなかったためか、ﾄﾞﾙは
買い戻され110.87まで戻す。終盤は高値圏での推移が続き110.91をつけ､結局、110.87ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞ。一方、海外市場の

ﾕｰﾛﾄﾞﾙは、FOMC議事録やﾒｲ英首相とﾕﾝｹﾙ欧州委員長のﾌﾞﾚｸﾞｼﾞｯﾄを巡る会談を控える中、様子見ﾑｰﾄﾞが強く1.1340近
辺で方向感なく推移し、そのまま1.1340ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ。朝方は米金利の上昇を受けて1.1330まで下落するが、ｽﾍﾟｲﾝの
ﾎﾞﾚﾙ外相が「EUと英国の修正離脱案がまとまりつつある」との発言が伝わり、ﾎﾟﾝﾄﾞの上昇にﾕｰﾛも連れ高となり1.1370ま
で上昇。午後はFOMC議事録の発表後にﾄﾞﾙ買いが進んだことから1.1335まで反落。終盤は1.1340を挟んだ狭いﾚﾝｼﾞでの
推移となり、1.1338ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞ。
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東京時間のﾄﾞﾙ円は110.58ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ。五十日ということもあり実需のﾄﾞﾙ買いが先行。前日の黒田総裁の物価目標達
成に必要であれば追加緩和を検討するとの発言も意識されたのか一週間ぶりの高値となる110.93まで上昇した。その
後、若干売り戻され上値が重くなり結局110.85ﾚﾍﾞﾙで海外へ渡った｡(東京15:30)
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ﾛﾝﾄﾞﾝ市場のﾄﾞﾙ円は､110.85ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡FOMC議事要旨の発表を控えて様子見ﾑｰﾄﾞ｡狭いﾚﾝｼﾞで推移し､結局110.76ﾚ
ﾍﾞﾙでNYに渡った｡ﾎﾟﾝﾄﾞﾄﾞﾙは､1.3054ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡ﾒｲ政権の離脱方針をめぐる対立から､英与党･保守党3議員の離党が
報じられるなかﾎﾟﾝﾄﾞ売りが優勢となり、一時1.3012まで低下したが、その後1.304台を回復し､結局1.3042ﾚﾍﾞﾙでNYへ
渡った｡(ﾛﾝﾄﾞﾝﾄｰﾙﾌﾘｰ 00531 444 179 ﾏｸﾙﾋﾙ)

【昨日の指標等】

Date Time Event 結果 予想

2月20日 08:50 日 貿易収支 1月 -¥1415.2b -¥1029.1b

16:00 独 PPI(前月比/前年比) 1月 0.4%/2.6% -0.1%/2.2%

16:00 欧

2月21日 00:00 欧 消費者信頼感 2月 -7.4 -7.7

04:00 米

【本日の予定】

Date Time Event 予想 前回

2月21日 09:30 豪 雇用者数変化/失業率 1月 15.0k/5% 21.6k/5%

16:00 独 CPI(前月比)/前年比・確報 1月 -0.8%/1.4% -0.8%/1.4%

17:30 独 ﾏｰｸｲｯﾄPMI(製造業/ｻｰﾋﾞｽ業/ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ)・速報 2月 49.8/52.9/52 49.7/53/52.1

18:00 欧 ﾏｰｸｲｯﾄPMI(製造業/ｻｰﾋﾞｽ業/ｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ)・速報 2月 50.3/51.3/51.1 50.5/51.2/51.0

22:30 米 新規失業保険申請件数 16-Feb 228k 239k

22:30 米 耐久財受注(前月比)/同(除く輸送用機器・前月比)・速報 12月 1.7%/0.3% 0.7%/-0.4%

23:45 米 マークイット製造業/サービス業/総合PMI 2月 54.8/54.3/- 54.9/54.2/54.4

2月22日 00:00 米 中古住宅販売件数 1月 5.00m 4.99m

　　　　　　　　　プラートECB専務理事 講演　　　　　　「次回会合でTLTROに関する決定を必ずしも下すわけではない」

　　　　　　　　　　　　FOMC議事要旨　　　　　　　　　近いうちに資産縮小を年内に停止する計画を発表すること望ましい

昨日海外時間のドル円相場は110円台後半でのレンジ推移。注目された1月FOMCの議事録が発表されたが、世界
経済の鈍化、金融市場の逼迫等を背景に利下げを停止したと説明されたほか、バランスシートの縮小の年内停止

も示されたもののサプライズはなく、ドル円相場に与える影響は限定的となった。本日のドル円相場も、本日よりワ

シントンで開催される米中通商会合での合意期待と米FRBの引締めスタンスの後退が、リスクセンチメントの改善を
促す地合が続くものと期待され、ドル円相場もサポーティブな展開が継続しよう。


